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男子バレーボールにおける攻撃パターンについての
研究
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日本チーム  打出現率 
F 集 B 外  7 4 2 3% 6% 50.0% 






 47 24 43% 72% 51.1% 
FWQB 外 0 0 0 0% 0% 0% 
  計 65 31 47.7% 
日本以外  CONB 打 数 決 定 C 出現率




F 集 B 外  12 2 2 5% 3% 100.0% 
F 分 B 中  103 10 8 42% 17% 80.0% 
F 集
WBA 
128 48 30 53% 80% 62.5% 
FWQB 外 0 0 0 0% 0% 0% 
  計 60 40 66.7% 
表２　パターン別のコンビネーション攻撃
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チーム以外が 80%で最も高かった。このパターンはポジショ
ン別のWBA同様，フロントの攻撃者が 2人の場合のみに出現
した攻撃であった。
　次に打数の出現率が高かったのは，フロントのコンビネー
ションがレフト，ライトと両サイドに分散して，センターの
バックゾーンからバックアタックを仕掛ける「F分 B中」で，
日本チーム・22%，日本チーム以外・17%であった。このパ
ターンはポジション別のセンターポジションからのバックア
タック同様，フロントの攻撃者が 3人の場合のみに出現した
攻撃であった。
　またフロントの攻撃者をセッターの前方あるいは後方に集
め，その逆サイドからバックアタックを仕掛けるという「F集
B外」はほとんど出現せず，フロントの攻撃者がダブルクイッ
クに入り，その外側からバックアタックを打つ「FWQB外」
は両者とも 0%と全く出現しなかった。
　このようにパターン別でみるとフロントの攻撃者をセッ
ターの前方あるいは後方に集め，2人のバックプレーヤーが同
時にバックアタックを仕掛ける「F集WBA」が最も多く，「F
集 B外」や「FWQB外」といったパターンの出現は皆無に等
しいものであった。
　相手ブロッカー 3人に対してフロントとバックプレーヤー
を合わせた 4人が攻撃を仕掛けるという複雑なコンビネーショ
ン攻撃は，男子バレーボールにおいてほぼ浸透し，攻撃戦術
として定着したといえるだろう。
５．結論
　以上のような結果から，男子バレーボールにおける攻撃パ
ターンは，ほぼ全てのコンビネーション攻撃の中にバックア
タックが組み込まれ，フロントとバックプレーヤーを合わせ
た 4人攻撃という複雑なコンビネーション攻撃もほぼ全てに
出現していたことが明らかになった。
　このように男子バレーボールにおいては 4人攻撃が定着し，
しかもセカンドテンポといわれるサイドへの平行トスやバッ
クアタックのトスなども，ファーストテンポと変わらないス
ピードで攻撃が展開されるようにもなっているため，セッター
がほぼ定位置からセットアップ出来るレシーブボールが返球
（Aパス）されてしまうとブロックが 3人では数的不利が生じ，
攻撃側が圧倒的有利で高い決定率を出す状況となっている。
　こういったセッターが定位置からトスアップ出来る状況を
作り出さないようにするため，各チームともミスのリスクは
高いが，スパイクとほぼ変わらない強烈なジャンプサーブを
半数以上のプレーヤーに打たせている（チームによっては 6
人全員がジャンプサーブを打っている）ことが，現在ではトッ
プレベルにおいて主流であるといえる。
　したがって現在の男子バレーボールにおいては，Aパスか
ら展開されるスパイクの決定率の差はあまりなく，勝敗を左
右する要因としては，レシーブボールが乱れた状況から攻撃
が繰り出されるサードテンポ（ハイセット）のスパイク決定
率の差によって決まるともいえるだろう。ただしサードテン
ポといわれるオープントスも現在では高い放物線を描くもの
ではなく，速い平行トスに変化してきている。
　日本チームにおいても格上の上位チームと比較して，採用
している攻撃戦術（バックアタックを含めた 4人攻撃）はほ
ぼ同じであるが，各プレーヤー個々の高さやパワーといった
決定力やチームのブロック力の違いもあり，上位チームとの
スパイク決定率の差が約 10%以上あったため，全敗という結
果に終わってしまったと思われる。
　本研究は，男子バレーボールにおける攻撃パターンについ
て，各コンビネーション攻撃の出現率やバックアタックのポ
ジション別の出現頻度について調査し，それをもとにどのよ
うなパターンでコンビネーション攻撃が行われているかを検
討してきた。男子バレーボールについては，女子のバレーボー
ルと比較してバックアタックの打数や四人攻撃の出現率が大
きく上回り，ほぼ全てのコンビネーション攻撃の中にバック
アタックが組み込まれていることが明らかになった。また過
去の研究で 1995年度の国内男子 Vリーグレベルにおいても調
査をしたが，バックアタックの打数や四人攻撃，バックアタッ
クを含むコンビネーション攻撃の出現率全てにおいて，本研
究の標本が大きく上回っており，攻撃戦術は確実に進化を遂
げていることが証明された。
　既に攻撃戦術についてはこれ以上ないレベルにまで行きつ
いている部分もあるため，今後はよりスピーディーで精度の
高いプレーが求められることになると予想され，サーブに関
しても男子においては強烈なジャンプサーブが導入されてお
り，今後もこの状況は変わらないものと考えられる。さらに
チャレンジシステムが定着してくると正確な判定が下される
ことで，より細かい技術も要求されるようになるであろう。
　2017年にテストマッチとして，ラリーポイント制 15点 7
セットマッチやジャンプサーブの着地をエンドライン後方に
させるなどのルールで行われたが，このようなルール改正が
行われた場合は，またプレーにおける技術・戦術の変化がみ
られることが予想される。
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